






はじめに

　GH 療法に関する APE/SPE の前回の報告(1991)で診断の分類を行って以来、治療が普及

し、GH 適応拡大のための研究が行われた。同時に、非常に高価な治療は健康保険法によ

り批判的な評価を受けることになった。このような状況下で、診断と治療の現状を記録し、

同時に小児内分泌専門家たちに GH を処方する際の法的な特殊事項を指摘することは、

APE/SPE にとって意義あることと思われる。


